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包っけんは皐た騎斐治にいて，なくてはならないものの一
応てい訳乞 けんは，ウ
汎崎沢馘などc食周油 とカセイもたダというア）しカリ饂菱品ガ
ら作られたものてす。
的喜いに＾いだ汀囀 恥豆め玩叫詞》油店
作ら汎てい忌というc腐お・名し己い話だと思い睾乞ん心亡，，，け
ん叩認ご託該落乙訳以冗さ恐わけ崖，，，-つ-つ切分恥靡
ぅ汀あ訟らて丸已けんの分手は圏のように，海になじ湛や了
たくさんの分手心はなじ訃やすい部分裏外側に匈けて鳴まり，小
さな靱象つくけま亨 Q てヽの小さな、農出広試こ:・ 沢均麟う乙. 00 のよ
戸
3 に、油よてこ賣邊色っけんの羅の和こ包糾こんて函皐沢蕊 "1 4c. いくと
兎えら幻ていま丸淡哀．くについ 亡こけんの分}
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さな謙応ポ〇よ う・ビ＂がむ？
けんや譴睾・1の量衷必辱以上に急く
してもこの勧さは強くならな い
ようてす。
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さこ， t..,. けんほいつご3ぶら雙ね択蛯めだ．のでしょ 5ふ、正嘘
な饂はな直)iこ和tL 位の一部切更t:r 汎
ていたようて団唸当噸）も：けん］裏炉船訟叡；紐及ガさ作ら成
ていたようて孔
て 瓜 疇t・1i ぅふぇ犀いう＠立iこt";) け虞入って
にいうここ召。その:. 3 埓，鞠記見うしいうとり：養用ゃ砂武
謬翡,, 譴鐙さ杖ていえ経度のぷうピ窯t> 哀え。砂点ン r,.,. いう
呼繹閑喜トガ）虞｝傘釦なうきているようて万岱
鯰ピエ畏的に包？けんが雀脅環試詞，疇に応 こ方ら
亡り颯彗壼も砂むん増え翌した勁し力し，濾餞の幻這且,.
点きおぎ＇なうものとして 3 疇噂年ご弓
恥鱈鵡］如いだいに曹及し麟まl,
心 環嘉浴用ゃ汎面用邑m せいてほ
しん這鯰細仰れていますふこ
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